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１　学校施設の一体的整備に関する指針（案）について

　資料１に基づき、教育総務課長から説明

①　学校中心の指針として、各中学校区の生涯学習施設やその他施設については、触れないという

ことでよいか。

　→　そのとおりで、その他の施設をどうしていくのかは、各所管課の考え方を整理した上で、地

域との協議の中で決めていくことを想定しているので、あえて載せていない（教育総務課長）。

②　複合化の可能性がある施設に、老人いこいの家の機能については触れられていない。

　→　複合化していく要素として可能性はあると思うが、あまり細かくなり過ぎないよう、主な施

設のみを載せている（教育総務課長）。

③　「寺子屋」の機能は入れる予定はあるか。あるとすれば、「子ども食堂」の機能も必要とな

る。

　→　ワーキンググループなどにおいて意見を積み上げて検討していくべきと考える（教育総務課

長）。

④　空き教室を活用して、既存の学校の中で何かを進める考えはあるか。

　→　その時の学校の状況や、児童生徒数に左右されるので、現段階では考えていない（教育総務

課長）。

⑤　小中学校、どちらかの学校がその地域から無くなった場合、避難所への距離が遠くなる地域の

取扱いについては、十分に議論する必要がある。

≪説明概要≫

・　本指針を、今後地域と一緒に未来の学校のあり方を検討するための基盤としたい。

・　学校施設との複合化が想定される施設には触れているが、あくまでも学校施設のあり方を中心

に策定するものである。

・　複合化する機能は、地域によって様々であり、本指針で決めることではないと考えている。

・　大まかな整備年度を示したが、どの建物も公共施設保全計画の耐用年数まで最大限活用するこ

とを前提としている。

・　今後、所管課と協議を重ね、令和７年度末に策定を予定している構想では、地区ごとの複合化

の考え方を整理する。
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学校施設との複合化に向けた検討スケジュール

資料１

資料２

参考資料

１　学校施設の一体的整備に関する指針（案）について

３　その他

２　今後のワーキンググループ会議の進め方について

会　　　議　　　概　　　要

「みんなで考えるみらいの学校整備指針」

今後のスケジュールについて



備考

　資料２に基づき、事務局から報告

３　その他

⑥　あくまでも指針であり、複合化については、地域の実情を踏まえて進める必要があり、防災拠

点のあり方については、まさにこの「地域の実情」に該当する。

　→　跡地利用については、学校施設の一体的整備とは切り離して考えていく（事務局）。

≪説明概要≫

　複合化が想定されるそれぞれの施設の方向性について具体的な議論をするため、このワーキング

グループから対象課を絞った形とし、頻度を高めて開催していく。その結果を踏まえて、複合化に

関係する施設全体のスケジュールをブラッシュアップしたいと考えている。

　事務局から説明

２　今後のワーキンググループ会議の進め方について

⑦　公民館の更新は、極論、公民館のままでよいのかという部分も含めて考える必要がある。ま

た、西公民館の整備についての検証を行い、新しい施設の検討を進められたい。

⑧　学校施設の指針が示され、今後、構想へのつながっていくが、その他の各施設については、ど

こが音頭を取って進めていくのか。

　→　公共施設再配置推進会議の中で決めていくが、まずは、所管課の考えを整理してもらう必要

がある（事務局）。

⑨　令和６年度にこども園の方向性を決めることについては、幼稚園の状況がわからないことには

困難である。

　→　令和６年度改定される「子ども・子育て支援事業計画」において、保育ニーズの見込み量が

明らかになって、こども園のあり方が決まると思う。その方向性を受けて、幼稚園の最終的な存続

数を確定する考えである（教育総務課長）。


